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令 和 ７ 年  第 ６ 回 （ １ ２ 月 ）  筑 紫 野 市 議 会 定 例 会  

【 建 設 環 境 常 任 委 員 会  委 員 長 報 告 】  

 

議 案 第 ７ ０ 号 か ら 議 案 第 ７ ４ 号 ま で の ５ 件 に つ

い て 、 審 査 の 経 過 と 結 果 を ご 報 告 い た し ま す 。  

ま ず 、『 議 案 第 ７ ０ 号  筑 紫 野 市 公 園 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 の 制 定 』の 件 に つ い て 、ご 報 告 い た

し ま す 。  

本 件 は 、 高 齢 者 、障 害 者 等 の 移 動 等 の 円 滑 化 の 促

進 に 関 す る 法 律 施 行 令 の 一 部 改 正 に 伴 う 条 ず れ の

修 正 、公 園 内 で の 禁 止 行 為 に 関 す る 包 括 条 項 及 び 関

係 機 関 へ の 照 会 規 定 の 追 加 等 を 行 う も の で す 。  

質 疑 、 討 論 は な く 、 採 決 の 結 果 、 全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ７ １ 号  筑 紫 野 市 法 定 外 道 路 の 管

理 に 関 す る 条 例 の 制 定 』の 件 に つ い て 、ご 報 告 い た

し ま す 。  

本 件 は 、法 定 外 道 路 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定
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め る こ と に よ り 、法 定 外 道 路 の 保 全 及 び 適 正 な 利 用

を 図 る た め に 条 例 を 制 定 す る も の で す 。  

原 案 の 審 査 で は 、「 法 定 外 道 路 の 日 常 的 な 管 理 及

び 清 掃 は 、 地 元 行 政 区 、 自 治 会 又 は 受 益 者 が 行 う も

の と す る 。」 と 定 め た 第 １ ８ 条 の 意 図 に つ い て 質 疑

が あ り 、 執 行 部 か ら は 、 こ れ ま で 行 わ れ て い る 地 元

や 受 益 者 に よ る 日 常 的 な 管 理 に つ い て 明 文 化 し 、引

き 続 き 同 様 の 管 理 を お 願 い す る も の で あ る と の 答

弁 が あ り ま し た 。  

こ の こ と に つ い て 、委 員 会 で は 、 法 定 外 道 路 の 管

理 等 は こ れ ま で 市 と 地 元 や 受 益 者 と の 協 議 に よ り

行 わ れ て き て い る た め 、条 文 の 内 容 を 見 直 す 必 要 が

あ る の で は な い か と い う 意 見 や こ れ ま で と 同 じ で

あ れ ば 明 文 化 す る 必 要 は な い の で は な い か と い う

意 見 が あ り ま し た 。  

原 案 審 査 の 質 疑 終 了 後 、議 員 お 手 元 に 配 付 し て お

り ま す と お り 、一 委 員 か ら 会 議 規 則 第 １ ０ ０ 条 の 規
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定 に よ り 原 案 に 対 す る 修 正 案 が 提 出 さ れ ま し た の

で 、 修 正 案 を 議 題 と い た し ま し た 。  

修 正 案 の 趣 旨 は 、特 に こ れ ま で と 変 わ り な い 管 理

等 を 行 う の で あ れ ば 、あ え て 明 文 化 す る 必 要 は な い

と の 考 え か ら 、第 １ ８ 条 を 全 文 削 除 し 、 第 １ ９ 条 以

下 を １ 条 ず つ 繰 り 上 げ る も の で あ り ま す 。  

 修 正 案 に 対 す る 質 疑 、討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、

全 員 一 致 を も っ て 修 正 案 の と お り 可 決 す べ き も の

と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ７ ２ 号  筑 紫 野 市 一 般 廃 棄 物 の 減

量 及 び 適 正 処 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例 の 制 定 』 の 件 に つ い て 、 ご 報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、 粗 大 ご み の 排 出 方 法 に つ い て 、 電 子 情 報

処 理 組 織 を 使 用 す る 方 法 を 追 加 す る こ と に 伴 い 、本

条 例 の 一 部 を 改 正 す る も の で す 。  

委 員 会 で は 、令 和 ８ 年 ２ 月 開 始 に 向 け て 、市 民 に

対 し ど の よ う に 周 知 す る の か と の 質 疑 が あ り 、執 行
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部 か ら は 、 広 報 紙 や ホ ー ム ペ ー ジ 、Ｓ Ｎ Ｓ 並 び に ゴ

ミ 出 し カ レ ン ダ ー に 記 載 す る な ど し て 周 知 す る と

の 答 弁 が あ り ま し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ７ ３ 号  筑 紫 野 市 飲 料 水 供 給 施 設

給 水 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 』の 件 に つ い

て 、 ご 報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、柚 須 原 飲 料 水 供 給 施 設 使 用 料 の 納 付 方 法

に 口 座 振 替 を 導 入 す る に 当 た り 、条 例 の 一 部 を 改 正

す る も の で す 。  

委 員 会 で は 、条 例 の 改 正 に よ り 対 象 と な る 件 数 は

ど れ く ら い か 、ま た 、対 象 者 へ の 周 知 方 法 は ど の よ

う に す る の か と の 質 疑 が あ り 、 執 行 部 か ら は 、 対 象

者 は １ ５ 件 で 対 象 者 に 対 し て 直 接 文 書 に よ り 通 知

す る か 区 長 を 通 じ て 回 覧 す る な ど し て 周 知 す る と

の 答 弁 が あ り ま し た 。  
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討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ７ ４ 号  筑 紫 野 市 水 道 事 業 給 水 条

例 及 び 筑 紫 野 市 下 水 道 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

の 制 定 』 の 件 に つ い て 、 ご 報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、 国 の 通 知 を 踏 ま え 、 地 震 等 の 災 害 時 に お

い て 、 管 理 者 が 特 に 必 要 と 認 め る 場 合 に 、他 の 市 町

村 長 等 が 指 定 し た 事 業 者 に も 工 事 を 行 わ せ る こ と

を 可 能 と す る 規 定 の 追 加 を 行 う も の で す 。  

委 員 会 で は 、市 内 指 定 工 事 店 へ の 周 知 は さ れ る の

か と の 質 疑 が あ り 、執 行 部 か ら は 、周 知 方 法 に つ い

て 検 討 す る と の 答 弁 が あ り ま し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。 以 上 、 報 告

を 終 わ り ま す 。  
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令 和 ７ 年  第 ６ 回 （ １ ２ 月 ）  筑 紫 野 市 議 会 定 例 会  

【 建 設 環 境 常 任 委 員 会  委 員 長 報 告 】  

 

議 案 第 ８ １ 号 か ら 議 案 第 ８ ３ 号 ま で の ３ 件 に つ

い て 、 審 査 の 経 過 と 結 果 を ご 報 告 い た し ま す 。  

ま ず 、『 議 案 第 ８ １ 号  令 和 ７ 年 度 筑 紫 野 市 農 業

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）』の 件 に つ

い て 、 ご 報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、歳 出 予 算 と し て 時 間 外 勤 務 手 当 な ど １ ２

万 ９ 千 円 を 増 額 し 、歳 入 予 算 と し て 一 般 会 計 繰 入 金

を 同 額 、 増 額 す る も の で す 。  

委 員 会 で は 、時 間 外 勤 務 手 当 が 増 加 し た 理 由 に つ

い て 質 疑 が あ り 、執 行 部 か ら は 、 公 共 下 水 に 接 続 す

る た め の 申 請 に 係 る 設 計 業 務 や 図 面 作 成 に 時 間 を

要 し た た め で あ る と の 答 弁 が あ り ま し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  
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次 に 、『 議 案 第 ８ ２ 号  令 和 ７ 年 度 筑 紫 野 市 水 道

事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）』の 件 に つ い て 、ご 報 告

い た し ま す 。  

本 件 は 、 職 員 の 人 事 異 動 等 に 伴 い 、 収 益 的 収 支 で

は 、支 出 に つ い て ２ ５ 万 ２ 千 円 を 増 額 、 資 本 的 収 支

で は 、支 出 に つ い て ３ １ ０ 万 ６ 千 円 を 増 額 す る も の

で す 。  

質 疑 、 討 論 は な く 、 採 決 の 結 果 、 全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ８ ３ 号  令 和 ７ 年 度 筑 紫 野 市 下 水

道 事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 １ 号 ）』の 件 に つ い て 、ご 報

告 い た し ま す 。  

本 件 は 、 職 員 の 人 事 異 動 等 に 伴 い 、 収 益 的 収 支 で

は 、支 出 に つ い て １ ４ ５ 万 ２ 千 円 を 減 額 、資 本 的 収

支 で は 、支 出 に つ い て １ ８ ６ 万 ３ 千 円 を 増 額 す る も

の で す 。  
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質 疑 、 討 論 は な く 、 採 決 の 結 果 、 全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。以 上 、

報 告 を 終 わ り ま す 。  
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令 和 ７ 年  第 ６ 回 （ １ ２ 月 ）  筑 紫 野 市 議 会 定 例 会  

【 建 設 環 境 常 任 委 員 会  委 員 長 報 告 】  

 

議 案 第 ９ ０ 号 か ら 議 案 第 ９ ２ 号 ま で の ３ 件 に つ

い て 、 審 査 の 経 過 と 結 果 を ご 報 告 い た し ま す 。  

ま ず 、『 議 案 第 ９ ０ 号  令 和 ７ 年 度 筑 紫 野 市 農 業

集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）』の 件 に つ

い て 、 ご 報 告 い た し ま す 。  

本 件 は 、人 事 院 勧 告 を 踏 ま え た 給 与 等 の 改 定 に よ

り 、 歳 出 予 算 と し て 、 給 料 、 職 員 手 当 な ど ２ ３ 万 ９

千 円 を 増 額 し 、歳 入 予 算 と し て 一 般 会 計 繰 入 金 を 同

額 、 増 額 す る も の で す 。  

質 疑 、 討 論 は な く 、 採 決 の 結 果 、 全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ９ １ 号  令 和 ７ 年 度 筑 紫 野 市 水 道

事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）』の 件 に つ い て 、ご 報 告

い た し ま す 。  
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本 件 は 、人 事 院 勧 告 を 踏 ま え た 給 与 等 の 改 定 に よ

り 、収 益 的 収 支 で は 、支 出 に つ い て ５ ６ ７ 万 ２ 千 円

を 増 額 、 資 本 的 収 支 で は 、支 出 に つ い て １ ３ ３ 万 ７

千 円 を 増 額 す る も の で す 。  

委 員 会 で は 、今 回 の 改 定 に よ る 対 象 者 の 人 数 は と

の 質 疑 が あ り 、執 行 部 か ら は 、正 規 職 員 １ ４ 名 と 会

計 年 度 任 用 職 員 ９ 名 が 対 象 で あ る と の 答 弁 が あ り

ま し た 。  

討 論 は な く 、採 決 の 結 果 、全 員 一 致 を も っ て 原 案

の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。  

次 に 、『 議 案 第 ９ ２ 号  令 和 ７ 年 度 筑 紫 野 市 下 水

道 事 業 会 計 補 正 予 算（ 第 ２ 号 ）』の 件 に つ い て 、ご 報

告 い た し ま す 。  

本 件 は 、人 事 院 勧 告 を 踏 ま え た 給 与 等 の 改 定 に よ

り 、収 益 的 収 支 で は 、支 出 に つ い て ２ ３ ６ 万 ２ 千 円

を 増 額 、 資 本 的 収 支 で は 、支 出 に つ い て １ ０ ７ 万 ７
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千 円 を 増 額 す る も の で す 。  

質 疑 、 討 論 は な く 、 採 決 の 結 果 、 全 員 一 致 を も っ

て 原 案 の と お り 可 決 す べ き も の と 決 し ま し た 。以 上 、

報 告 を 終 わ り ま す 。  


